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道 の 駅 は 、２ ４ 時 間 利 用 可 能 な 一 定 水 準 以 上 の サ ー ビ ス を 提 供 で き る 休 憩 施

設 と し て 、平 成 ５（ １ ９ ９ ３ ）年 、県 内 で は「 阿 武 町 」と「 萩 往 還 公 園 」（「 萩

往 還 」 と 平 成 ２ ２ 年 改 称 ） の ２ カ 所 、 全 国 で は １ ０ ３ カ 所 が 登 録 さ れ ま し た 。    

以 来 現 在 で は 、全 国 で 千 カ 所 を 超 え 、県 内 で は ２ ０ カ 所 が 登 録 さ れ て い ま す 。 

道 の 駅 の 一 番 の ニ ー ズ は 、休 憩 と ト イ レ の 利 用 で す が 、道 路 情 報 や 歴 史 、文

化 、 観 光 な ど 情 報 発 信 施 設 と し て の 役 割 も 、 多 く の 方 に 評 価 さ れ て い ま す 。  

さ ら に 、道 の 駅 は 、地 域 の 食 材 を 利 用 し た 食 事 の 提 供 、特 産 品 の 販 売 、イ ベ

ン ト の 開 催 、温 泉 な ど に よ り 、幅 広 い 利 用 者 の ニ ー ズ を 満 た す こ と で 、楽 し く 、

魅 力 的 な 場 所 と な っ て い ま す 。  

昨 年 の「 県 内 観 光 地 」で 最 も に ぎ わ っ た の は 、萩 市 の「 萩 し ー ま ー と 」（ 約

１ ３ ７ 万 人 ） 。 第 ４ 位 に も 山 口 市 の 道 の 駅 「 き ら ら  あ じ す 」 が 入 り ま し た 。

道 の 駅 全 体 の 利 用 者 は 約 ６ ６ ６ 万 人 に の ぼ り 、県 内 の 主 要 な 観 光 地 と し て 位 置

付 け ら れ て い ま す 。  

道 の 駅 は 、「 鉄 道 に 駅 が あ る よ う に 、道 路 に も 駅 が あ っ て も い い の で は 」と

の 提 案 に よ り 、平 成 ３ 年 １ ０ 月 か ら 、国 道 １ ９ １ 号 沿 線 の 阿 武 町 、田 万 川 町（ 現

萩 市 ）の ２ カ 所 で 、仮 設 の「 道 の 駅 の 社 会 実 験 」が 開 始 さ れ た こ と に 由 来 し ま

す 。  

山 口 県 は こ の た め 、 岐 阜 、 栃 木 県 と と も に 道 の 駅 発 祥 の 地 と も 言 え ま す 。  

今 後 も 、沿 道 地 域 の 文 化 、歴 史 、名 所 、特 産 物 な ど を 活 用 し 、多 様 で 個 性 豊

か な サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と で 、活 力 あ る 地 域 づ く り や 、道 を 介 し た 地 域 連 携

の 促 進 が 期 待 さ れ ま す 。  

 

  

 

資 料 ： 国 土 交 通 省 道 路 局 ホ ー ム ペ ー ジ  県 観 光 客 動 態 調 査  

順位 駅名 所在地 利用者数 特色など

1 萩しーまーと 萩市 1,370,310 市場を再現。漁港直結、新鮮な魚介類

2 きらら　あじす 山口市 752,043 地元の新鮮野菜、瀬戸内海の海の幸

3 北浦街道　豊北 下関市 702,647 角島を一望できる特設展望テラス

4 蛍街道西ノ市 下関市 695,962 西ノ市温泉「螢の湯」

5 仁保の郷 山口市 596,943 地元の新鮮野菜「仁保いろどり市」

道 の 駅 利 用 者 数 ベ ス ト ５ (平 成 24 年 )  


